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実践的指導力の育成を目指した
小学校社会科教育法の授業のあり方と実践
－模擬授業の質的向上に向けたシラバス構成と段階的実践課題を中心に－
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１．はじめに
　教職専門科目における実践的指導力育成のための取り組みの一つとして模擬授業がある。教職専門
科目「社会」（以下、社会科教育法）における模擬授業は、比留間・山口（1988）、山口（1992）に
よるマイクロティーチングの導入や外山（1988）の研究が嚆矢とされる。実践的指導力に関する知識・
技能は教育実習において行うもので学部の授業科目の中で行う必要はないという見解から、それこそ
学部の授業での教育の中核となるべきで、そのことと教育実習との関わりを考えていくべきだという
見解まで多様な考えが存在する中で、山口は実践的指導力の育成に関する内容を学部の授業科目の中
で取り入れることを重視し、その内容は講義形式でなくより実践的な方法で教育されるべきとして、
マイクロティーチングを導入している。この考えは現在の教員養成につながるものであるが、その流
れは急速には広がらず 2003 年頃までは模擬授業の実施は少なかったとされる（木下 2010）。しかし、
近年は模擬授業が実践的指導力育成の方法として認知され、多くの大学の社会科教育法の授業で模擬
授業が取り入れられるようになり、その実践や研究も報告されている（太田 2015、小松 2016）。
　先行研究を概観すると、社会科教育法における模擬授業の課題は、二つにまとめられる。一つは「模
擬授業をシラバスにどう位置づけるか」であり、もう一つは「模擬授業をどう実施するか」である。
その問題意識を統合し、模擬授業で身に付ける力を明確化してカリキュラム構成し、模擬授業の系統
的指導のあり方を追求する研究も見られるが（山中 2017）、先に挙げた二つの課題については未だ定
見を得ていない。平成 29 年 11 月に示された「教職課程コアカリキュラム」で模擬授業の実施が明示
されたため、今後は全国すべての大学で模擬授業が実施されることになる。模擬授業をシラバスにど
う位置づけ、どのように実施するかという課題は今まで以上に重要となってくる。
　そこで本研究では、まず、小学校教員養成学部・学科のシラバスを分析することにより小学校社会
科教育法における模擬授業の位置付けを考察し、実践的指導力を育成する社会科教育法のシラバス構
成を提案する。次に、模擬授業の質的向上を図る段階的実践課題を取り入れた社会科教育法の取り組
みと模擬授業の実際を示し、その考察を行う。最後に、模擬授業後に行った学生へのアンケート調査
の分析を通して、模擬授業の質的向上を目指した取り組みについて考察し、模擬授業指導を中心に社
会科教育法の授業のあり方を論じたい。
２．社会科教育法のシラバスにおける模擬授業の位置付け
　第 2 章では、社会科教育法のシラバスを分析することにより模擬授業の位置付けを考察し、学生の
実践的指導力を高める社会科教育法のシラバス構成について検討する。分析する上で課題となるのが
研究対象である。渡部他（2010）の研究では、研究対象を旧国立大学教員養成系大学・学部とし、私
立大学を除外している。しかし、2006 年の教員分野に関わる大学等の設置または収容定員増に関す
る抑制方針の撤廃により、小学校教諭一種免許状の認定課程を有する私立大学は、2005 年の 50 大学
から 2011 年には 153 大学へと 3 倍以上に増加し、小学校教員養成における私立大学の重要性は増し
ている。2015 年 12 月に示された中央教育審議会答申において、教職課程について「教科に関する科目」
と「教職に関する科目」等の科目区分を撤廃し、新たに教育課題に対応できるよう見直すことが提案
された。このことについて加治佐（2016）は「私立大学の小学校教員養成課程は学校現場との関わり
のない先生は少なく、教科内容と指導法の融合はあまり違和感なく受け入れられるのではないか」と
述べ、私立大学における「教科実践科目」的な取り組みに注目している。
　私立大学の小学校教員養成に関する学部・学科の多くは、社会科教育担当教員は 1 名である。社会
科教育学を専門とする教員が教科専門科目「社会」（以下、社会科概説）との関連を図って社会科教
育法の授業を構成していることが推測される。私立大学の社会科教育法を研究対象とすることで、教
科実践科目としての社会科教育法のあるべき姿を示せる可能性があるのではないかと考える。そこで
本研究では、私立大学の小学校教員養成に関する学部・学科における社会科教育法のシラバスについ
て、社会科概説との関連も視野に入れて、模擬授業に位置づけを中心に検討する。分析対象としたシ
ラバスは、全国私立大学教職課程研究連絡協議会に加盟する大学のうち、社会科教育法の web シラ
バスを確認・印刷できた 136 シラバス（2013 年度（一部 2014 年度））である。
　社会科教育法のシラバスにおける模擬授業について、導入回数と内容をまとめたものが第１表およ
び第２表である。社会科教育法の授業に模擬授業を導入しているのは、136 シラバス中 92 シラバスで、
導入率は 67.6％である。3 分の 2 以上のシラバスで模擬授業を導入しているが、3 割以上のシラバス
では模擬授業を導入していない。模擬授業の回数は 2 ～ 6 回が多く、9 シラバスは 7 回以上を模擬授
業に充てており、シラバスによる差が大きくなっている。15 回の授業計画の中で模擬授業に何回分
第１表　「社会科教育法」シラバスにおける模擬授業の導入回数
第２表　「社会科教育法」シラバスにおける模擬授業の内容
佐　藤　浩　樹
－ 16 －
を充てるかは大きな課題である。模擬授業の回数が多すぎると社会科授業づくりの基礎に関わる内容
を理解しないまま模擬授業に臨むことになり、少なすぎると授業者になる学生が限られてしまう。受
講人数や社会科概説が必修科目か選択科目かとも関連するため一概には言えないが、模擬授業の回数
は、2 ～ 3 回では少なく、7 回以上では多すぎるのではないかと考える。
　模擬授業の内容については、学年（中・高学年含む）指定があるのが 16 シラバス、内容指定があ
るのが 9 シラバス、テーマ指定があるのが 8 シラバス、特に記載がないものが 49 シラバスである。
各大学のシラバス記載の仕方に違うため、内容について記載がない場合も実際には指定があることも
考えられるが、学年、内容、テーマを指定して模擬授業を行っているシラバスは多くはない。
　模擬授業の回数、内容から見ると、シラバスにおける模擬授業の位置付けは、大きく二つに大別さ
れる。一つは、各回ごとに学年や内容・テーマ等を設定し、模擬授業を通して社会科授業づくりや教
科内容、授業方法等について指導するタイプである。このタイプのシラバスは指導事項を計画的・実
践的に取り上げ、模擬授業を通して指導内容を実感的に理解できるという点で優れている。もう一つ
は、社会科教材研究や学習指導案作成などについて学んだことのまとめとして模擬授業を位置づける
タイプである。このタイプのシラバスは、学生がそれまでの学びを総合して主体的に模擬授業に取り
組むことができる点が優れている。
　両タイプのシラバスにそれぞれの優れた点はあるが、学びのまとめとして模擬授業を位置づけるタ
イプがより望ましいと考える。それは、小学校社会科に関する科目は、社会科概説と社会科教育法と
を別々に考えるのではなく、「社会科実践科目」として両者を関連づけ、一体の科目としてカリキュ
ラム構成すべきであると考えるからである。社会科概説の授業は、社会科教育の本質と小学校社会科
の基礎的な教科内容を扱い、その授業は教科の専門的内容に触れながら、教科の基礎に対する知識や
関心を高め、教科の授業づくりへと発展するようなものでありたい。社会科教育法の授業は、社会科
概説での学びをもとに、小学校社会科の学習活動、授業構成、評価など社会科授業づくりの基礎を学
び、教材研究から学習指導案作成、模擬授業を行って、社会科の実践的指導力を身に付けるようにし
たい（佐藤 2016）。模擬授業を小学校社会科に関わる授業の学びの集大成の場と位置づけ、模擬授業
の質的向上を目指して段階的に学びを積み重ねていくように社会科概説・社会科教育法のシラバスを
構成するとよいと考える (1)。
３．実践的指導力を培う社会科教育法のシラバス構成とその概要
　神戸女子大学文学部教育学科のカリキュラムでは、社会科概説（2 単位、小学校教諭免許必修科目）
は 2 年生前期に、社会科教育法（2 単位、小学校教諭免許必修科目）は 2 年生後期に位置付づけられ
ている。学生が小学校社会科について学ぶのはこの 2 科目 4 単位が基本である (2)。社会科教育法の授
業はクラス単位で実施しているため、4 コマ開講している。平成 28 年度の履修者は A クラス 26 名、
B クラス 27 名、C クラス 22 名、D クラス 30 名の合計 105 名、平成 29 年度の履修者は A クラス 26 名、
B クラス 23 名、C クラス 29 名、D クラス 16 名の合計 94 名である (3)。
　第 3 表は、平成 29 年度の社会科教育法の授業計画である。1 ～ 8 回で小学校社会科の学習過程、
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学習活動、教材研究、学習指導案、評価等の社会科授業の基本を学び、9 ～ 14 回でまとめとして模
擬授業を 6 回行い、第 15 回でまとめるというシラバス構成である。
第３表　「社会科教育法」の授業計画
１．社会科の学習過程    　　８．優れた社会科授業に学ぶ
２．社会科の授業づくりと教材開発   　　９．社会科模擬授業①（中学年①）
３．社会科の学習活動   　　10．社会科模擬授業②（中学年②）
４．教材開発レポートの発表・交流  　　11．社会科模擬授業③（中学年③）
　　学習指導案の作成①    　　12．社会科模擬授業④（高学年①）
５．社会科の教材研究、学習指導案の作成② 　　13．社会科模擬授業⑤（高学年②）
６．社会科学習指導案の検討  　　14．社会科模擬授業⑥（高学年③）
７．社会科の評価    　　15．まとめ、テスト
　第 1 回の授業は、前半に学習過程の構成要件や学習過程の変遷、課題と問題の違い等を取り上げな
がら社会科の学習過程の基本について講義する。後半は、導入について「聖武天皇と奈良の大仏」等
の具体例を取り上げ、演習も取り入れて社会授業の導入のあり方やポイントを考える。第 2 回は、前
半は「どのように→なぜ→どう考えるか」という社会科授業構成の基本や発問づくりのポイントにつ
いて演習的に授業し、後半は教材開発レポート作成について例を挙げて解説する。第 3 回は、学習形
態、グループ学習、ジグソー学習、様々な学習活動、ICT の活用を取り上げて講義する。第 4 回は、
前半は教材開発レポートの発表・交流を行う。後半は学習指導案と作成の基礎について講義し、学習
指導案レポートについて説明する。第 5 回は、全員の教材開発レポートを OHC で紹介した後、「中
宿灯籠人形」を例として学習指導案作成の実際について講義する。第 6 回は、4 人グループで他のメ
ンバーの学習指導案を読んでコメントを書き、それをもとに各自の学習指導案の検討を行う。第 7 回
は、学習過程と評価（診断的評価、形成的評価、総括的評価）、評価の方法、観点別評価、評価規準
と評価基準、指導と評価の一体化の実際などについて、事例を取り上げて講義する。第 8 回は、田山
修三氏（北海道教育大学）の「5 円玉の授業」（6 年）と三浦昌弘先生（千葉大学附属小学校）の「商
店の工夫の授業」（3 年）の授業 DVD を視聴する。この授業 DVD を取り上げたのは、授業力向上の
ための教材として授業のポイントがよくわかるように編集されたものだからである。前者の授業は教
師の発問によって進められる授業、後者の授業は児童の発表を中心とした授業という違いはあるが、
両授業とも児童の意見を生かして展開される児童主体の授業であり、前者の授業は教材研究、授業構
成、板書に、後者の授業は児童の意見の取り上げ方、クラス全体で考える授業の進め方、まとめに特
に優れた点があり、学生が模擬授業を行う上で参考になると考えた。
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第４表　「社会科概説」の授業計画
１．社会科教育の意義・目標   ９．歴史的学習の内容①
２．社会科教育の歴史①   10．歴史的学習の内容②
３．社会科教育の歴史②   11．公民的学習の内容①
４．社会科教育のカリキュラム  12．公民的学習の内容②
５．地理的学習の内容①   13．地域学習の内容①
６．地理的学習の内容②   14．地域学習の内容②
７．地理的学習の内容③   15．まとめ
８．地理的学習の内容④
　また、本研究では社会科概説と社会科教育法との関連を図り、社会科実践科目として一体となった
カリキュラム構成を重視しているため社会科概説の授業計画も掲載した（第 4 表）。前半 4 回は、社
会科の意義 ･ 目標、社会科の歴史、社会科のカリキュラムという社会科という教科についての本質を
取り上げ、後半 10 回は地理的内容（4 回）、歴史的内容（2 回）、公民的内容（2 回）、地域学習の内容（2
回）の視点から小学校社会科の基礎的内容を取り上げている。第 15 回は、まとめとテストを行った。
４．模擬授業の充実に向けた段階的な実践的課題とその取り組み
　上條（2016）は模擬授業の実践上の課題として、①「担当する教員の人数や受講生の人数などの関
係で、模擬授業を実施する授業者が限定されてしまい、すべての学生に十分な量と質を確保するのが
難しいこと」、②「学生一人一人に模擬授業を経験させようとすると、1 時間の授業を考えた授業に
なりがちで、授業を構想する力や授業実践の力が育みにくいこと」、③「大学内で、大学生を生徒役
として行われるため、実際の子どもと授業を行った場合でないと起こりえない問題が表れてこないこ
と」の 3 点をあげている。①については、第 3 章でも述べたように社会科教育法の授業をクラスごと
に 4 コマ開講しているため多いクラスでも受講人数は 30 人であり（平成 28 年度）、リレー形式で模
擬授業を行えば全員が授業者となることができる。③については根本的な解決は難しいが、少しでも
小学校での授業に近づけるために、小学校模擬授業教室を整備した（第 5 章参照）。
　問題は②である。模擬授業は原則教科書を使用して行うため、1 時間の授業を考えた授業になりが
ちであることは否めない。そのため、社会科概説では、単元で授業を考える必要性について実践を紹
介しながら講義した。社会科教育法では、模擬授業を実施する前に地域教材開発レポートと地域学習
の学習指導案レポートを作成させ、地域素材の教材化や単元計画作成の重要性を理解させるようにし
た。地域教材開発レポートと地域学習の学習指導案レポートは、以下のように、模擬授業の質的向上
を図るための段階的な実践的課題として位置づけるようにした（第１図）。
実践的指導力の育成を目指した小学校社会科教育法の授業のあり方と実践
－ 19 －
第１図　模擬授業の質的向上を図る段階的実践課題レポートの流れ
（1）地域教材開発レポートの作成
　地域教材開発レポートは、自分で撮影した景観写真から授業構想を考えるレポートである。このレ
ポートは自分の足を使って授業の素材を見つけ、授業構想を考えることで、教材開発と授業づくりの
力をつけ楽しさを実感することをねらいとしている。第 2 回の授業の後半に、スーパーマーケットと
農家の写真を取り上げた授業構想例を示し、2 週間後までに、自分が撮影した景観写真を貼りつけ、
テーマ、ねらい、授業構想を書く A4 判 1 枚のレポートを作成するように課題を出した。授業構想は
45 分間の授業でなく、授業の部分を構成するアイデアでよいこととした。写真はモノではなく場面
や景観を撮影するようにし、驚きや発見のある写真、1 枚の写真に複数の要素が入っている写真を推
奨した。第 4 回の授業においてペアで 2 回交流させ、第 5 回の授業で OHC を使って全員のレポート
を簡単に紹介した。学生のレポートには、地域の住宅地にある船着き岩、ビール工場のタンク、駅の
改札口、震災メモリアルパーク、音の出る信号機、駅前のモニュメントなど様々な場所の写真が取り
上げられていた。学生の一人は、「どんな写真を撮るか、どう撮れば児童がより深く考えられるのか
を考えるのが大変だった。また、その写真からどのような授業をすればおもしろく、学びのある授業
になるのかというのが難しかった。人によって写真や着眼点が違い、おもしろかった。写真以外の授
業の進め方が全然違っていて、自分の授業の方の幅が広がった。」と感想を書いている。
　このレポート作成により、模擬授業に自分たちで撮影した写真を活用するグループがかなり見られ
た。「私たちのくらしと情報」の授業で、三宮駅付近の景観写真を提示し、電光掲示板、看板、ポス
ターなど身近なところに情報があふれていることに気づかせる導入を行ったのはその一例である。
（2）地域素材を取り上げた学習指導案の作成
　教材開発レポートを受け、テキストに掲載している地域の伝統芸能（中宿灯籠人形）を事例として、
単元計画づくりや学習指導案作成について授業した後、自分の出身地の文化財や年中行事を取り上げ
て（平成 20 年版学習指導要領第 3,4 学年内容 (5) ｲ）、A4 判 2 枚の学習指導案を作成するレポートを
課した。文化財や年中行事に込められた人々の願いや受け継ぐ人の思いに触れ、自分との関わりを考
える社会参画的な視点を取り入れた授業例と学習指導案モデルを提示し、単元計画の工夫に重点を置
くようにした。このレポートも 2 週間の期間を取って作成させた。
　第 6 回の授業において、4 人グループで、自分以外の 3 人のメンバーの学習指導案を読んでよい点
と改善点をコメント用紙に書き、それをもとに各自の学習指導案を検討し合った。学生のレポートは
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伝統芸能や地域の祭りを取り上げたものが多く、現地見学や体験を取り入れる、ゲストティーチャー
を招く、自分たちにできることを考えるなどの工夫を取り入れた単元計画の学習指導案を作成できて
いた。学生の一人は、学習指導案作成・発表を通しての学びや感想として、「指導案を作成するに当
たって、どのような題材を選ぶのかすぐに決められなくて、難しいと感じました。発表をして他の人
から指摘されたところが自分には気が付かなかったので、教えてもらえてよかったです。また他の人
の指導案を見ることで、こういう授業づくり・指導計画もできるのだなと、とてもよい勉強になりま
した。」と書いている。これらの段階的実践的課題を経て、グループによる模擬授業に取り組むよう
にした。
５．模擬授業の実際とその考察
（1）模擬授業の概要
　「社会科実践科目」1 年間の取り組みのまとめとして、2 ～ 3 人のグループで学習指導案を作成し、
模擬授業を行った。前半 3 回（第 9 回～ 11 回）（6 授業）は中学年、後半 3 回（第 12 回～ 14 回）（6
授業）は高学年の内容を行うように計画を立てて実施した。1 回で 2 つの授業を行い、メンバー全員
が授業者になるようにした。授業時間は 25 分を原則とし、30 分を超える場合は途中でも終了させた。
学習指導案は 45 分間の授業として作成し、授業の一部分を授業するのではなく、導入から終末まで
を 25 ～ 30 分間に凝縮して授業を行った。授業後は、授業者が学習指導案を配布し、学習指導案の流
れや工夫のポイントの説明、授業を終えての感想を述べた後、コメント用紙を活用して授業について
討議を行い、最後に教員が授業についてコメントした。児童役の学生のコメント用紙は、模擬授業終
了後に授業者へ渡すようにした。後日、コメント用紙や教員のコメントも参考にして、一人一人に「模
擬授業を終えて」という A ４判 1 枚のレポートを提出させた。
　模擬授業に向けては、第 4 回の授業時に概要を説明し、グループのメンバーと日程を決定した。学
生に示した概要は以下の通りである。
　・教科書見開き２ページで 1 時間の授業を原則とすること。
　・模擬授業時には教科書をＡ４判に縮小白黒印刷して配布すること。
　・教科書（東京書籍）を研究室から借り、授業したい小単元・ページを決めて報告すること。
　・グループごとに違う小単元を取り上げること、先に報告したところ優先すること。
　・報告があったら、教科書の該当ページと教師用指導書の小単元全ページをコピーして渡すこと。
　・ワークシートを作成するとよいこと。
　・写真等を拡大して示したい場合などは相談すること。
　・パソコン（パワーポイント等）やデジタル教科書を使用することも考えること。
　・班のメンバーがリレーして授業することを原則とすること。
　・学習指導案を協力して作成すること。学習指導案の形式は、学習指導案レポートと同じ。
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（2）模擬授業の質的向上のための取り組み
①目標とする授業像と手立ての共有化
　模擬授業に取り組む前に、目標とする授業像とそれを目指すための手立て（活動、工夫等）を書か
せ、グループのメンバーで共有化するようにした。
　学生の目標とする授業像は、ア「子どもが興味を持って積極的・主体的に取り組む授業」、イ「子
ども一人一人を大切にしたわかりやすい授業」、ウ「内容をしっかり理解し、考えを深められる授業」、
エ「子どもの発言が多く、交流がある授業」、オ「全員参加の授業」、カ「ワクワク感があり、子ども
が熱中する楽しい授業」等にまとめられる。
　そのための手立てとしては、アは「導入の工夫、調べ学習、作業学習、グループ活動、体験的活動、
ワークシートの工夫」など、イは「発問の工夫、机間指導、板書計画、わかりやすい説明、言葉は短
く、ねらいとゴールの明確化」など、ウは「子どもがつまずくところをつかむ、グループ活動、知識
を問う発問ではなく考える発問を、段階を踏んだ話し合い活動、どのように型発問からなぜ型発問へ、
考える時間の確保」など、エは「子どもの発言等への対応、教え合い」など、オは「全員参加できる
作業、一人の活動からグループ活動へ、指名の工夫」など、カは「写真や視聴覚教材の提示、モノを
準備、豆知識・裏話、雰囲気作り」などがあげられた。
　目標とする授業像との手立てに関しては、授業一般・授業方法に関わることが多く取り上げられて
いたので、社会科模擬授業としての質的向上を考えると、このようなことに加えて、社会についての
理解に基づく公民的資質の育成という社会科の本質に即した「目指すべき社会科模擬授業のポイント」
等を提示することが必要であったと考えている。
②事前指導の充実
　模擬授業の実施に当たっては、授業構想の段階と学習指導案作成の段階で指導を受けることを原則
とした。第 5 回の授業時には、以下のような模擬授業に向けての理想的な流れを示した。
　・３週間前まで‥教科書を借りる。授業単元を決めて報告し、教科書・指導書をコピーしてもらう。
　・２週間前‥‥‥授業構想について指導を受ける。授業に必要なものを相談する。
　・１週間前‥‥‥学習指導案について指導を受ける。　　　　　　　
　・前日まで‥‥‥学習指導案やワークシートを提出する。
　指導を受ける場合は、全員で研究室を訪れること、1 回の指導は 20 ～ 30 分を予定していることを
伝えた。指導可能時間は、授業の空きコマを利用して、火曜日 3,4 限と昼休み、水曜日 3,4 限と昼休み、
金曜日 2,4 限と昼休みとし、場合によっては月曜日にも指導を行った。山口（1992）はマイクロティ
ーチングの事前指導に最低 3 回、計 3 時間以上かけたとしているが、そこまではできないまでも、で
きる限り時間をかけて対応するようにした。実際の指導では、学生の授業構想・アイデアを生かしな
がら、児童の思考をシミュレートさせ、児童主体の授業になるように授業の流れや発問・課題などに
ついてアドバイスした。
③授業環境の整備
　学生による模擬授業の充実を図るには、環境の整備も欠かせないことである。平成 28 年度から小
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学校教育コースの拠点となる教室として小学校模擬授業教室が整備され、社会科教育法の授業も小
学校模擬授業教室で行うことになった。小学校模擬授業教室には黒板、モニター、OHC、パソコン、
プロジェクター、スクリーン、掲示板を設置し、インターネット、デジタル教科書も利用できる環境
を整えた。机も長机から小学校の教室と同じような一人用の机に入れ替え、方眼模造紙、画用紙、色
画用紙、色ペン、マグネットシート、はさみ、のり、テープ、ホワイトボード、マーカー等を自由に
使えるようにした。このことにより、小学校で授業している雰囲気に近づくことができるとともに、
教材づくりや授業準備に学生が主体的に取り組む環境が整った。
　2 年生後期はカリキュラムが過密で授業コマ数が多く、週 1 日はスクールサポーターに参加する学
生も多い中、小学校模擬授業教室が空いている時間や放課後に、授業構想を話し合って学習指導案や
教材を作成したり、授業の練習や板書の確認をしたりするグループがたくさんあった。小学校模擬授
業教室の整備が学生の模擬授業の質的向上を支えるものになっていると考える。
（3）模擬授業の実際
　模擬授業は各回 2 グループずつ 25 ～ 30 分間行った。前半 3 回を中学年の内容、後半 3 回を高学
年の内容としたが、平成 29 年度Ａクラスの内容を例として掲載した（第 5 表）。
第５表　平成 29 年度　社会科教育法Ａクラス模擬授業の内容
　写真は平成 29 年度の「私たちのく
らしと日本国憲法」の導入の授業の様
子である。すごしやすい公園を作ろう
という課題を提示し、グループごとに
ホワイトボードを活用して話し合った
結果をカードにまとめて発表する。発
表内容は誰のことを考えて作ったのか
確認し合い、赤ちゃん、目の不自由な
人、お年寄り、外国人などが出された
後、それは誰もが過ごしやすい公園であることに気づかせ、日本国憲法の基本原則の一つである基本
的人権につなげていく授業である。授業構成や子どもの意見の生かし方、教材準備や板書などについ
て児童役の学生からの評価が高かった。互いのグループが質の高い授業を目指して刺激し合い、どの
グループも時間をかけて授業準備した模擬授業を展開できていた。
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６．模擬授業に関するアンケート調査の結果と考察
　社会科教育法の 15 回の授業がすべて終了した平成 30 年 1 月に、平成 29 年度後期の受講者 94 名
を対象として、模擬授業に関するアンケート調査を実施した。アンケートの内容は、①模擬授業を行
う上で大変だったこと（自由記述）、②模擬授業を行う上で生かされた授業内容（1 ～ 8 の項目（第
5 表参照）、5 段階尺度）、（最も生かされた内容を 1 つ選択してその理由（自由記述））、③模擬授業の
事前指導で有効だった指導・助言（自由記述）の 3 点である。以下、アンケートの項目ごとに結果を
示し、考察する。
（1）模擬授業を行う上で大変だったこと
　模擬授業を行う上で大変だったことを記述した文章を、KHCoder3（計量テキスト分析を行うため
のフリーソフト）を用いて分析した。頻出語を抽出してその関係を明らかにするために階層的クラス
ター分析を行い、デンドログラム（樹形図）を作成した（第 2 図）。その結果、6 つの内容を抽出す
ることができた。
　第 1 は「授業づくり」である。授業、考える、大変、発問、構成、子ども、展開、導入、時間など
の単語から構成される。模擬授業で大変だったことの中心的内容であり、発問や授業構成、導入・展
開、時間配分、活動の工夫など授業を構想することが大変だったとしている。第 2 は「子どもの反応
への対応」である。反応、児童、予想、予測、対応の単語から構成される。子どもの反応や意見への
対応は教師の授業力の中核をなすものであり、具体的な授業場面における大変さ・難しさを実感して
いる。第 3 は「授業の準備」である。準備、指導、作成、板書、計画などの単語から構成される。授
業構想を学習指導案にまとめ、教材を作成し、板書計画を考える等の準備の大変さと大切さを感じて
いる。第 4 は「全員参加の授業」であり、模擬、自分、全体などの単語から構成される。第 5 は「教
師による指導言」であり、教師、説明などの単語から構成される。第 6 は「教材研究」であり、教材、
研究の単語から構成される。
　学生はこれらの 6 点に大変さを感じているが、これらは模擬授業を行う上で重要な内容である。模
擬授業および 1 年間の社会科に関する授業を通してこの 6 点を大切であると考えたことは学生の成長
であるとともに、模擬授業を行う前に指導しておくべきことを示していると言える。自由記述の内容
を細かく見ると、ペア学生との意見の相違、他科目の模擬授業との時期的重なり等の課題も見られた。
（2）模擬授業を行う上で生かされた授業内容
　模擬授業を行う上で生かされた授業内容として設定した 8 項目について、生かされた程度を 5 段階
尺度で調査した平均値と最も生かされた項目として選んだ人数をまとめたものが第 6 表である。
　平均値が高い項目として、教師による模擬授業 4.67 と社会科授業 DVD 視聴 4.55 が上げられる。
生かされた理由を自由記述した内容を項目ごとに KHCoder3 を用いて頻出語を抽出し、その関係を
共起ネットワークに表して分析したところ、教師による模擬授業は、先生による模擬授業を受け勉強
になり自分が行う上で参考となったこと、社会科授業 DVD 視聴は、ベテランの先生による子ども主
体の優れた授業を実際に見て、授業の進め方や工夫の仕方、児童の反応などを学べ、自分の授業でも
取り入れたいことが抽出できた。モデルとなる授業の体験・DVD 視聴が模擬授業に最も生かされた
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第２図　クラスター分析によるデンドログラム「模擬授業で大変なこと」
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第６表　模擬授業を行う上で生かされた授業内容
ということである。
　次に平均値が高い項目は、地域教材開発レポート 4.36 と地域学習の学習指導案レポート 4.38 であ
る。模擬授業に生かされた理由の記述を同様の方法で分析すると、教材開発レポートは、写真の活用
や授業展開を考えることに生かされたこと、学習指導案レポートは、実際に地域の年中行事を取り上
げた学習指導案を作成し、書き方を学べたことが模擬授業の学習指導案を考え作成する上で生かされ
たことが抽出された（第 3 図）(4)。この 2 つのレポートは模擬授業の質的向上のための段階的課題と
してシラバスに位置付けたものであるが、最も役立った項目として選択した学生もそれぞれ 7 人、16
人おり、一定の成果があったと考える。自由記述の内容は、教材開発レポートは「発問を考えるのが
難しかったが、授業展開を考える上でとても勉強になった。」「 写真を活用する大切さやどのように
授業で活用するかが具体的にイメージしやすかった。」「自分で授業の題材が作れることを実感した。」、
学習指導案レポートは「社会科の指導案の書き方 ･ 考え方、教材研究をすることを知り、実際作成す
るときにより深い理解ができたので役立った。」「指導案を作成する上で大切なことを他の人とも交流
を行うことで自分では気づけない改善点を見つけることができた。」「年中行事のレポートを作成した
ことで指導案が考えやすかった。」が代表例としてあげられる。
　社会科教育法の講義内容も平均値 4.30 と高く、21 人の学生が最も役立った項目として選択してい
る。自由記述の分析では、授業の基礎やポイントが学べたこと、導入や展開、評価など授業の仕方が
具体的に学べたこと、学習指導案作成の仕方が分かったことなどが抽出され、社会科教育法の社会科
授業に関わる講義内容もある程度生かされていることが分かった。
（3）有効だった教師による指導・助言
　事前指導で有効だった教師による指導・助言についての自由記述の内容を KHCoder3 を用いて分
析し、共起ネットワークに表した（第 4 図）。その結果、①導入、展開などの指導のポイント、②児
童が考える授業の流れ、③活動のイメージと事前の説明、④意見を出させる工夫、⑤ワークシートの
作成や記入、板書、発表、⑥教師の発問が抽出された。抽出された内容のほとんどが子ども主体の授
佐　藤　浩　樹
－ 26 －
第３図　共起ネットワーク「学習指導案作成レポート」
業にするための具体的な指導・助言である。かなりの部分で学生が模擬授業で大変だったことと重な
っており、模擬授業の前に 2 回事前指導したことは模擬授業の質的向上に向けてある程度意味があっ
たと考える。
　この調査項目については 94 名中 33 名（35.1％）の学生が未記入である。社会科教育法の授業は 4
コマあるため 1 週間で 8 つの模擬授業が行われる。模擬授業を実施するに当たっては、授業構想の段
階と学習指導案作成の段階で合計 2 回の事前指導を受けることを原則とし、模擬授業を行う時期は授
業の空きコマと昼休みの時間のほとんどを指導可能時間として学生に対応するようにした。原則通り
に学生が指導を受けに来れば 1 週間に 16 の模擬授業の指導・助言をすることになる。可能な限り学
生が考えた授業のアイデアや工夫を生かすように指導・助言を行ったが、十分な対応ができなかった
グループもあった。また、2 年生後期はカリキュラムが過密でスケジュールの都合がつかず指導の時
間をあまりとれないグループもあった。そのためもあってか、模擬授業に対する自己評価が低くなり、
教師による指導・助言が生かされなかったと感じた学生は少なくないと思われる。教師がかなり無理
をして指導可能時間を設定してグループごとに個別指導を行っているが、すべてのグループに有意義
な指導・助言を行うに至っておらず、今後の改善が必要である。社会科概説と社会科教育法との関連
を図ったシラバスを構成した上で、社会科教育法の授業内容の充実と段階的実践課題への取り組みに
よって模擬授業に向けた学生の実践的指導力の基礎を身に付け、事前指導は学生の主体的な取り組み
をサポートするようにすべきであろう。
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第４図　共起ネットワーク「有効だった教師による指導・助言」
７．おわりに
　本研究では、社会科の実践的指導力を育成するためには、社会科概説と社会科教育法を関連させ、
社会科実践科目として一体的に考え、模擬授業をそのまとめに位置づけるシラバス構成が有効である
ことを提案した。模擬授業の質的向上のためには、段階的実践課題と事前指導の充実が重要であるこ
とを実践の様子とともに示した。授業後に実施した学生へのアンケート調査により小学校社会科模擬
授業の質的向上に向けたシラバス構成と取り組みの成果について考察し、模擬授業指導を中心に社会
科教育法の授業のあり方を論じた。その結果、模擬授業についての学生の課題意識、模擬授業の質的
向上に生かされた授業内容と教師による指導・助言がある程度明らかになった。段階的実践課題とし
て課した 2 つのレポートについては、教材開発レポートは写真の活用や授業展開の構想に、学習指導
案レポートは学習指導案の作成に生かされたこともわかった。模擬授業の質的向上を目指した社会科
教育法のシラバスとその取り組みを示し、アンケート調査を通してその有効性を明らかにできたこと
は本研究の成果であると考える。
　今後の課題の一つは、アンケート結果の分析によって明らかになったことをもとに模擬授業の質的
向上のための取り組み・指導の充実を図ることである。特に、模擬授業の評価があまり高くなかった
グループの学生は、模擬授業を通した成就感や学びが少なく、有効だった指導・助言の記述がないか
少ない傾向が見られた。すべての学生・グループに一定程度の質を有した模擬授業が行えるような方
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策を模索したい。また、本研究では質的向上とはどのようなことかが明確ではなく、実際に模擬授業
の質的向上が見られたかについては論究していない。模擬授業で身につける力を明確にしたより精緻
な分析が必要となろう。課題の二つ目は、アンケート調査結果から抽出された内容に基づいた詳細な
アンケート調査を実施して分析・考察するとともに、模擬授業の自己評価や振り返りレポート（文章
記述）の分析を行って、どのような指導・取り組みがどのような点について質的向上に結びついたか、
その関連性を明らかにすることである。このことによって、模擬授業指導のより効果的なあり方を提
示したいと考えている。本研究は大学 2 年生の科目である社会科教育法を対象としたものであるが、
社会科授業の実践的指導力はその後の授業や教育実習などでの学び・経験を通して向上していくとこ
ろでもあり、より長期的なスパンで研究していく必要もあると思われる。
　模擬授業は小学校教員養成において実践的指導力の基礎を培うための中心的内容であり、その重要
性はさらに高まると思われる。これからも小学校社会科教育法における模擬授業の指導のあり方につ
いて追求していきたい。
［付記］
　本稿は、上越教育大学社会科教育学会第 32 回大会（2017.10）および第 33 回大会（2018.10）にお
いて発表した内容に加筆・修正してまとめたものである。
　本研究を進めるにあたっては、平成 29 年度行吉学園研究助成費（ｋ 2807）「社会科教育法におけ
る学生による模擬授業の質的向上に関する実践的研究」および平成 30 年度学長裁量費助成費 No.6「教
科専門科目「社会」と教職専門科目「社会」との関連を図ったシラバス構成と授業のあり方に関する
研究」を使用した。
【注】
（1） 社会科概説と社会科教育法を社会科実践科目として関連づけ、一体の科目としてカリキュラム構
成するには、両科目が必修科目であること、両科目の担当者が同じであること（担当者が違う場
合には共同でカリキュラム作成できること）が必要であり、実際には難しい場合も多い。本学の
場合はその条件が整っているため、関連を図った社会科実践科目としてカリキュラム構成してい
る。小学校教育養成において、教科実践科目的に取り組むためにまず必要なのは、各教科の教科
に関わる科目と教職に関わる科目合計 4 単位を必修にすることである。
（2）3 年生後期に「社会科特別演習」という選択科目が設定されているが、筆者は担当していない。
平成 32 年からの新教育課程では「社会科教材研究」という選択科目が設定され、筆者が担当す
る予定である。社会科概説の詳しい授業内容については、佐藤（2016）を参照されたい。
（3）平成 29 年度の 2 年生は教育学科の入学者が少なかった学年であり、履修者の数は例年 100 名を
超える。平成 30 年度の履修者は 112 名で、最も多いクラスの履修者は 36 名である。各クラス
12 グループ編成で模擬授業を実施しているため、履修者が 36 名のクラスは 3 人のグループが
12 グループできることになる。グループの人数が 4 人以上になると、全員が教師役になるとい
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う本実践の取り組みを実現することが難しくなるので、履修者が 36 名以上になった場合には別
の方法を考えることが必要となる。また、教員免許法の改正に伴うカリキュラム改革において、
「社会科概説」が必修科目になるか選択必修科目になるかは未確定であり、選択必修科目になっ
た場合は「社会科教育法」のあり方も検討が必要となってくる。
（4）6（2）の記述において、共起ネットワークの図は、紙面の関係で学習指導案の作成の項目のみを
第 3 図として示し、他の項目については省略した。
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